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第４図 調査区の位置 

 

第２節 調査区の概要 

 

今回の調査は個人専用住宅建設に伴うもので、住宅建設 

範囲で確認調査により遺構が検出された部分を中心とし 

て調査範囲を設定し、発掘調査を実施した。調査の結果、 

縄文時代の住居跡１軒、土坑17基、ピット73基、弥生時 

代から古墳時代の住居跡４軒、溝３条、柱穴列及び遺物 

包含層が検出された。遺物は、縄文時代前期、中期、後 

期の土器・石器、弥生時代から古墳時代の土師器製の壺 

及び甕、碗型滓、土製品（漆玉）、鉄製品が、18リット 

ル入り遺物収納容器２箱分出土した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅲ章 遺構と遺物 

 
 今回の調査区の基本土層は、地表面下30～40㎝までが表土（第５図１）、さらにその下で４層の包含層

が堆積していた。包含層は10㎝の遺物包含層（第５図２）、５～10㎝の遺物包含層（第５図３）、20㎝の

包含層（第５図４）、20㎝の包含層（第５図５）である。さらに10㎝の漸移層、最下層でローム面が確認

された。縄文時代の住居跡1軒、土坑16基、ピット73基、弥生時代から古墳時代の住居跡3軒、土坑１基、

溝３条、柱穴列３基が出土したが、包含層上面及びローム面から検出された。 
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第５図 全測図及び全土層図 

※ Pはピット 
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第７図 第３号住居跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 縄文時代の遺構と遺物 

 

第６図 縄文時代の遺構 

 

１ 第３号住居跡（第７図） 

 調査区北東側隅で検出した。一部調査区域外に伸びる。 

円形のプランを示すものと考えられる。長軸1.05ｍ、短軸 

1.41m、確認面からの深さは25～30㎝である。底面は平坦 

である。西側の一部を弥生時代から古墳時代の遺構である 

第１号溝により切断されている。住居内ピットは全部で 

９基存在する。炉は検出されていない。層位は１層（茶褐 

色土）、２層（焦茶色土）、３層（焦茶色土）、４層（茶 

A-B C－A D-C E-D   

1：暗灰色土  粒状。焼土粒少し含む。耕作土。 

2：暗灰色土  1 層に似る。 焦茶色土粒含む。締まりあり。 

3：暗褐色土  細かい。焼土粒、カーボン小片やや多く含む。造成前の表土。耕作土。 

4：茶褐色土  細かい。 

5：黒褐色土  密。黒色土粒多く、焼土粒少し含む。締まり強い。 

6：黒褐色土  密。ローム粒子、焼土粒、黄白色粘土粒含む。締まりあり。 

7：焦茶色土  密。ローム粒、径１～３㎜焼土粒含む。締まり強い。包含層。 

8：暗茶褐色土 密。くすんだローム粒少し含む。締まり強い。 
 

A-B    

Ｐ29：茶褐色土  密。ローム粒子含む。締まり強い。 

Ｐ36：暗褐色土  粗い。ローム・黒色土ブロック多く含む。締まりややあり。 

Ｐ37：茶褐色土  密。ローム粒子含む。締まり強い。 

Ｐ ：黒色土   細かい。ローム粒子が小塊状に少し入る。締まりややあり。プラン未確認のピット 

 

C-A 

1溝   ：黒褐色土  細かい。黒色土、焦茶色土粒多く含む。締まりあり。 

Ｐ43-1：焦茶色土  11層より色調暗い。径２㎜程のローム粒まばらに入る。締まり強い。 

  -2：茶褐色土  色調以外は12層に近い。 

  -3：茶褐色土  ローム粒の混入は１３層より少ない。ローム小ブロック点在。締まり強い。 

 Ｐ70：茶褐色土  やや粗い。ローム小ブロック含む。西側攪乱の影響で覆土が動いている。ピット 

 Ｐ71：茶褐色土  やや粗い。ローム小ブロック含む。西側攪乱の影響で覆土が動いている。締まりあり。

Ｐ  ：焦茶色土  密。径１～３㎜焼土粒含む。ローム粒少し含む。締まり強い。ピット 

F-G 

１：焦茶色土   やや粗い。黒色土粒少し、径１㎜焼土粒微量含む。締まりあり。 

２：焦茶色土   密。均質だが、径２～３㎜ローム粒・径１㎜未満焼土粒点在。締まりあり。 

３：焦茶色土   ２層に似るが、茶褐色土粒子やや多く含む。締まりあり。 

４：暗茶褐色土  密。径１㎜ローム粒含み、径１㎜未満焼土粒少量含む。締まり強い。 

５：茶褐色土   密。ローム粒子やや多く含む。締まり強い。 

６：茶褐色土   ５層に似る。径２㎜ローム粒少し含む。締まり強い。 

７：暗茶褐色土  密。焦茶色土粒子やや多く含む。締まりあり。 

８：黒褐色土   細かい。ローム粒少量含む。締まりあり。 

９・10：暗黄褐色土 細かい。くすんだローム粒子多く、ロームブロック少し含む。締まりあり。

          10層のほうが色調明るい。 

11：黒褐色土   細かい。サラサラする。ローム粒子が径３㎝前後の小ブロック状に混入。焼土

粒少し含む。 

         締まりややあり。 

         ８～11：Ｐ63 

F-G(続き) 

12：茶褐色土   やや粗い。ローム粒子やや多い。締まり強い。Ｐ64 

13：暗茶褐色土  やや粗い。径２㎝前後のロームブロック含み、径３㎜焼土粒少し含む。締まりあり。

Ｐ60 

14：焦茶色土   細かい。焼土粒少し含む。締まりあり。Ｐ61 

15：暗黄褐色土  くすんだローム粒子主体。小ブロック少量含む。締まり強い。 

16：茶褐色土   細かい。ローム粒・径１㎜焼土粒少し含む。締まり強い。 

17：茶褐色土   細かい。ローム粒・径１㎜焼土粒少し含む。17層より色調暗い。締まり強い。 

18：茶褐色土   ローム粒子多く含む。締まり強い。 

SD3：黒色土    密 

 

H-H´（P39） 

１：焦茶色土  密。ローム粒・焼土粒少し含む。締まり強い。 

２：茶褐色土  密。ローム粒・焼土粒少し含む。締まり強い。 

３：茶褐色土  粗い。くすんだローム粒主体。締まりややあり。 
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２ 第１号住居跡出土遺物（第13図） 

 11から18は深鉢の胴部破片である。12は繊維を多く含んでいる。縄文時代前期黒浜式土器である。13は

細い縄文に竹管文が施されている。縄文時代前期諸磯式と考えられる。14から17は縄文及び沈線文が施さ

れている。18は沈線文が施されている。19及び20は深鉢底部破片である。14から20は縄文時代中期加曽利

Ｅ式と考えられる。21は黒曜石製の石鏃である。22はチャート製のリタッチドフレイクである。23は黒曜

石の剥片を作る際の石核であると考えられる。24は石皿である。25から27は土師器の破片である。25及び 

26は口縁部の破片で、25の表裏には赤彩が施されている。27は胴部破片である。 

 

 

第13図 第１号住居跡出土遺物 

 

A-A´ 

1：黒色土   密。ローム粒子、径１㎜の焼土粒子少し含む。締まりあり。 
2：黒褐色土  密。ローム粒、黒色土粒、径１㎜の焼土粒やや多く含む。締まりあり。 
3：黒色土   緻密。ローム粒子、径１㎜の焼土粒やや子多く含む。締まり強い。 
4：焦茶色土  細かい。くすんだローム粒、焼土粒、黒色土粒含む。締まり強い。 
5：焦茶色土  12層より均質。ローム粒目立たない。径２㎜の焼土粒含む。締まり強い。 
6：焦茶色土  13層より色調暗い。焼土粒目立たない。締まり強い。 
7：暗褐色土  密。ローム粒、黒色土粒やや多く含む。締まり強い。 
8：暗褐色土  粗い。粒状、焼土粒少し含む。締まりあり。 
9：焦茶色土  緻密。径１㎜未満の焼土粒含む。締まり強い。 
10：焦茶色土  やや粗い。ローム粒やや多く含む。締まり強い。 
11黄褐色土  くすんだローム粒・小ブロック含む。固く締まる。 
12：黄褐色土  ロームブロック主体。黒色土粒含む。固い。貼床。 

B-B´ 

１：ＤＤ‘-1層 
２：黒褐色土  ＤＤ‘-2層に似る 
３：ＤＤ‘-3層 
４：黒褐色土  細かい。黒色土粒子の混入多い。締まり強い。 
５：茶褐色土  細かい。ローム粒、焼土粒少し含む。締まり強い。 
６：黒色土   ＤＤ‘-４層に似る。 
７：茶褐色土  細かい。くすんだローム粒やや多く含む。締まり強い。 
８：茶褐色土  やや粗い。上面にロームブロック少し含む。固い。 
９：暗黄褐色土 くすんだローム粒子主体。黒色土粒子含む。締まり強い。 
10：暗黄褐色土  
11：茶褐色土   ブロック状。固く締まる。貼床。ＤＤ‘-6層。 

12：暗褐色土  細かい。ローム粒含む。締まり強い。 

C-C´ 

１：灰層  黒灰色の微粒子。径１～６㎜焼土粒やや多く含む。締まりあり。 
２：焼土  粒状の焼土、焼土粒子主体。黄褐色の被熱ローム粒もやや多く含む。締まりあり。 
      床は焼成甘い。 
 

D-D´ 

1：黒褐色土  やや粗い。ローム粒子・径１㎜焼土粒子少し含む。締まりあり。 

2：黒褐色土  やや粗い。1層より黒味強い。締まりあり。 

3：黒褐色土  やや粗い。ローム粒の混入多い。締まり強い。 

4：黒色土   やや粗い。ローム粒・径1㎜焼土粒少し含む。締まりややあり。 

5：茶褐色土  やや粗い。粒状。締まりあり。 

6：茶褐色土  やや粗い。ローム粒・ブロック含む。固い。貼床。 

7：暗褐色土  やや粗い。くすんだローム粒主体。締まりあり。 

8：茶褐色土  やや粗い。くすんだローム粒主体。締まりあり。 
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第16図 第４号住居跡 

た。調査区外の住居跡床面直上で確認された土師器の高坏であり、口縁部ではヨコミガキ、下部及び裏面

ではタテミガキがなされ、全体に赤彩が施されている。30は黒曜石製の剥片である。31及び32は磨石であ

る。 

 

 

第15図 第２号住居跡出土遺物 

 

５ 第４号住居跡（第16図） 

 調査区西側で検出した。一部調査区域外に伸びる方形 

のプランを示すものと考えられる。長軸63㎝、短軸2.41 

m、確認面からの深さは約15～25㎝である。底面は平坦 

である。住居内ピットは全部で１基存在する。調査区内 

では炉は確認されなかった。層位は１層（焦茶色土）、 

２層（焦茶色土）、３層（焦茶色土）、４層（黒褐色土）、 

５層（黒褐色土）、６層（黒色土）、７層（黒褐色土） 

８層（黒色土）、９層（黒褐色土）、10層（黒褐色土） 

11層（黒色土）、12層（黒褐色土）、13層（茶褐色土） 

14層（黒色土）、15層（茶褐色土）、16層（茶褐色土） 

17層（茶褐色土）、18層（暗黄褐色土）、19層（暗黄褐 

色土）に分かれる。14層が住居内ピット、19層は貼床であ 

る。土製品（漆玉）が出土したことにより、弥生時代から 

古墳時代の遺構であると考えられる。 
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第18図 土坑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 第４号住居跡出土遺物（第17図） 

 33から36は縄文時代中期加曽利Ｅ式土器の破片である。33は深鉢の口縁部の破片であり、隆帯文を呈す

る。34から36は深鉢の胴部片である。34は沈線文が施されている。白色微粒子を多量に含む。35は深鉢の

胴部片であり、全体に縄文が施されている。36は浅い沈線文が施されている。37は土製品（漆玉）であり、

中心に穿孔がある。重さ0.22gである。 

 

第17図 第４号住居跡出土遺物 

 

７ 土坑（第18図） 

第１号土坑 

調査区北側壁面で検出したもので、一部調査区域外に伸びる。 

円形のプランを示している。第３号住居跡と第３号土坑及び第１ 

号溝を切断している。よって、第３号住居跡、第３号土坑及び第 

１号溝より新しい遺構であることが分かる。プランは遺構の大部 

分が調査区外に伸びていることからはっきりしない。長軸1.13m、 

短軸62㎝、確認面からの深さは25㎝である。層位は１層（黒色土） 

、２層（黒褐色土）、３層（暗黄褐色土）、４層（暗黄褐色土）に 

分かれる。遺物は出土していない。 

 

 

 

 

 

 

 

A-A´ B-B´ 

１：カクラン 
２：黒色土   緻密。径１㎜焼土粒少し含む。締まりあり。 
３：焦茶色土  密。ローム粒、径２㎜焼土粒含む。締まりあり。 
４：黒褐色土  密。ローム粒・白色粘土粒含む。締まりあり。 
５：黒褐色土  密。ローム粒・白色粘土粒含む。締まりあり。 
６：黒色土   密。各径２㎜の焼土粒・白色粘土粒含む。締まりあり。 
７：黒色土   ６層にほぼ同じだが、焦茶色土粒子混入。締まりあり。 
８：茶褐色土  やや粗。くすんだローム小ブロック含む。締まり強い。 
９：焦茶色土  やや粗。ローム粒少し、焼土粒径１㎜少し含む。締まり強い。 
10：焦茶色土  やや粗。ローム粒少し、焼土粒径１㎜少し含む。締まり強い。 
11：黒褐色土  密。ローム粒、焼土粒少し含む。締まりややあり。 
12：黒褐色土  粗い。ローム粒・小ブロック多く含む。締まりあり。11・12-2住Ｐ３ 
13：黒褐色土  粗い。ローム小ブロック、黒色土粒やや多く、径３㎜焼土粒含む。締まりあり。

2住Ｐ２ 
14：暗黄褐色土 ローム粒子多量。締まりあり。 
15：暗黄褐色土 ロームブロック主体。黒色土粒含む。固い。貼床。 
16：黒褐色土  黒色土粒子多く、ロームブロック少し含む。締まり強い。 
17：黒色土   密。締まり強い。 

A-A´ 

1：黒色土   密。ローム粒、焼土粒微量に含む。締まりあり。 

2：黒褐色土  やや粗い。黒色土粒多く、焦茶色土粒も含む。締まりややあり。

3：暗黄褐色土 色調明るいローム粒・小ブロック主体。締まり強い。 

4：暗黄褐色土 ローム純層。固い 
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８ 溝（第19図） 

第１号溝 

 調査区南西から北東側で検出した。一部調査区域外に伸びる。上端幅が約80㎝、下端幅が約20㎝、深さ

約55から60㎝で底面は平坦で、断面は深いＵ字形である。第１号住居跡、第３号土坑、第５号土坑を削平

しており、第１号土坑により削平されている。北側の一部が攪乱を受けている。遺構覆土は東側では異な

る黒褐色土の４層に分かれているが、北側では同一の黒褐色土の１層のみとなっている。南側の遺構外と

の境目では覆土が赤く覆土の下半が硬化している状態が確認された。この遺構からは縄文時代の前期諸磯

式土器、加曽利Ｅ式土器や弥生時代から古墳時代の土師器の高坏、壺、甕、碗型滓や炉の壁が出土した。

この溝は弥生時代から古墳時代の遺構と考えらえる。 

 

第２号溝 

 調査区南西側で検出した。この遺構の西側で検出された第３号溝と平行して検出された。溝の北側及び

南側は攪乱を受けており、一部のみの検出となっている。そのため、全体の形状は不明である。検出長は4.

0ｍ。検出している状態より、上端幅が約20から35㎝、下端幅が約15㎝、深さ約10から15㎝で底面は平坦で、

断面は浅いＵ字形である。この遺構からは遺物は出土していないため、時期は不明である。 

 

第３号溝 

 調査区南西側で検出した。この遺構の東側に第２号溝が平行して検出された。溝の北側及び南側は攪乱

を受けており、一部のみの検出となっている。そのため、全体の形状は不明である。検出長は1.02ｍ。検

出している状態より、端幅約20から35㎝、深さ約10から15㎝で底面は平坦で、断面は浅いＵ字形である。

この遺構からは遺物は出土していないため、時期は不明である。 

 



府内三丁目南遺跡 

 

－ 17 － 

 

第19図 溝 

 

 

１号溝 B-B´ 

1：黒色土   密。ローム粒、焼土粒微量に含む。締まりあり。 

2：黒褐色土  やや粗い。黒色土粒多く、焦茶色土粒も含む。締まりややあり。 

3：暗黄褐色土 色調明るいローム粒・小ブロック主体。締まり強い。 

4：暗黄褐色土 ローム純層。固い 

 

１号溝 C-C´ 

1：黒褐色土  粒子細かい。ローム粒少し含む。締まりやや弱い。 

2：黒褐色土  1層より細かい。西側で１住覆土に似る焦茶色粒子混入多い。締まりややあり。

3：黒褐色土  2層よりも焦茶色土粒子の混入多く、かつ満遍ない。締まりややあり。 

4：黒褐色土  粗い。ローム粒混入多い。締まりあり。 

２・３号溝 B-B´ 

1：黒褐色土  細かい。ローム粒少し含む。締まりあり。 

2：黒褐色土  やや粗い。ローム粒・粒子含む。締まりあり。粘性なし。 

3：黒褐色土  ローム粒・小ブロック多量に含む。締まり強い。1～3層：3号溝 

4：黒褐色土  細かい。ローム微粒子含む。締まり強く、1層ひと際固い。2号溝 

 

２・３号溝 C-C´ 

1：黒色土   緻密。均質。締まりあり。2号溝 

2：焦茶色土  密。焼土粒少し含む。締まり強い。 

3：茶褐色土  密。焼土粒少し含む。締まり強い。 

※ 上記の1～3については、鉄滓出土箇所である。 
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第21図 柱穴列 

11 包含層出土遺物（第22図） 

 58は深鉢胴部破片で繊維を含む。黒浜式土器である。59は深鉢胴部破片であり、縄文が施されている。

黒浜式である。60は深鉢胴部破片であり、黒浜式土器である。61は深鉢口縁部破片で、竹管文が施されて

いる。諸磯式である。62は深鉢胴部破片で、縄文が施されている。諸磯式である。63は深鉢胴部破片で、

竹管文が施されている。諸磯式である。64は深鉢形胴部破片で、刺突文が施されている。浮島式である。6

5は深鉢胴部破片で、沈線文が施されている。66は深鉢形胴部破片で、縄文が施されている。阿玉台式と思

われる。67は深鉢形口縁部の破片であり、縄文と沈線文が施されている。加曽利E式である。68は深鉢形胴

部破片であり、沈線文が施されている。加曽利Ｅ式である。69は深鉢形胴部破片であり、縄文が施されて

いる。70は深鉢胴部破片である。無文である。71は深鉢形胴部の下部の破片であり、半裁竹管文が施され

ている。72は深鉢形胴部破片で、71と同一個体と考えられる。73は深鉢底部破片で、71及び72と同一個体

と考えらえる。74は鉄製品の暗灰色の釘である。重さは23.2ｇである。 

 

第22図 包含層出土遺物 

B-B´ 

１：黒色土   緻密。ローム粒多量に含む。締まりあり。 

２：焦茶色土  緻密。締まりあり。 

３：暗黄褐色土 緻密。くすんだ色調。黒色土粒子含む。締まりあり。 

４：黒褐色土  密。ローム粒、径１㎜焼土粒少し含む。締まりあり 

 



府内三丁目南遺跡  

－ 20 － 

12 遺構外出土遺物（第23図） 

75は深鉢口縁部の破片であり、縄文時代前期諸磯式である。76は深鉢胴部破片であり、縄文及び竹管文

が施されている。縄文時代前期諸磯式である。77は深鉢胴部の破片であり、縄文が施されている。縄文時

代中期後葉加曽利Ｅ式である。78は深鉢底部の破片であり、縄文が施されている。 

 

 

第23図 遺構外出土遺物 
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構の範囲の確認を行い、遺構調査を実施した。遺構の測量は平板測量により、５月18日に実施した。

１区の調査完了後、５月19日に重機を用いて１区の埋戻し及び２区の表土除去を行った。その後人力

で遺構の範囲の確認を行い、遺構調査を実施した。遺構の測量は平板測量により、５月21日に実施し

た。２区の調査完了後、５月25日に重機を用いて２区の埋戻しを行い、機材を撤収し、現地における

発掘調査の作業を終了した。 

 

（第10次調査） 

発掘調査は、平成22年11月９日から11月24日にかけて実施した。調査の対象は、遺跡の現状保存が

不可能である個人住宅建設部分である。 

11月９日に調査機材を現地に搬入し、重機を用いて表土層の除去を行った。その後人力で遺構の範

囲の確認を行い、遺構調査を実施した。遺構の測量は平板測量により、調査区の西側を11月12日、東

１：白鍬宮腰遺跡 ２：根切遺跡 ３：側ヶ谷戸貝塚 ４：在家稲荷遺跡 ５：宿宮前遺跡 ６：宿宮前寺院跡 ７：

古貝戸遺跡 ８：塚本西耕地遺跡 ９：塚山古墳 10：金谷遺跡 11：林光寺遺跡 12：白鍬遺跡 13：殿の前遺跡 

14：宮田遺跡 15：大久保領家遺跡 16：大久保領家片町遺跡 17：大久保条里遺跡 

第24図 遺跡の位置 
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第３部 

大在家遺跡（第２･３次調査） 

第Ⅰ章 調査の契機と経過 
 

第１節 調査の契機 

 

 ここに報告する２件の発掘調査は、平成22年６月から同年７月にかけて実施したものである。２ヶ所 

の調査地点は隣接しており、検出した遺構・遺物も関連するものとみられる。記録保存に要した原因は 

個別のものであったが、こうした事情から、ここでは２ヶ所の調査を一括して報告する。 

 

（第２次調査） 

平成22年５月、大在家遺跡の範囲内のさいたま市緑区太田窪１丁目における個人専用住宅建設計画に

伴い、工事主体者よりさいたま市教育委員会に宛て、埋蔵文化財発掘の届出が提出された。当地は同年

３月に実施した範囲確認調査によって、古墳時代の住居跡や遺物包含層、縄文土器などの遺構・遺物が

確認された。ただちに遺跡の保存についての協議を行ったが、今回の工事計画では、確認された遺跡に

影響が及ぶことが確実であり、計画の変更も困難であるとのことであった。このことから、埋蔵文化財

の現状での保存が不可能な範囲を対象として、工事に先立ち発掘調査を実施する運びとなった。発掘調

査は、工事主体者からの依頼により、さいたま市教育委員会が実施した。 

（第３次調査） 

平成22年５月、大在家遺跡の範囲内のさいたま市緑区太田窪１丁目における個人専用住宅建設計画に

伴い、工事主体者よりさいたま市教育委員会に宛て、埋蔵文化財発掘の届出が提出された。これを受け、

平成22年６月１８日に確認調査を行ったところ、縄文時代の土坑や縄文土器などの遺構・遺物を発見し

た。現状での保存について協議を行ったが、当工事計画では、確認された遺跡に影響が及ぶことから、

埋蔵文化財の現状での保存が不可能な範囲を対象として、工事に先立ち発掘調査を実施する運びとなっ

た。発掘調査は、工事主体者からの依頼により、さいたま市教育委員会が実施した。 

埋蔵文化財発掘の届出の届出年月日及び受理年月日は、例言５（p.(1)）のとおりである。 

 

第２節 調査の方法と経過 

 

（第２次調査） 

 発掘調査は、平成22年６月18日から同年７月22日にかけて実施した。調査の対象は、遺跡の現状保存 

が不可能である個人住宅建設部分である。６月17日に調査機材を現地に搬入し、18日に重機を使用して 

表土除去作業を行った。その後、人力で遺構の範囲の確認を行った。調査区の南側では遺物包含層が確 

認されたため、その上面を確認面として遺構の検出作業を行った。22日には古墳時代前期とみられる竪 

穴住居跡が発見されたことから、東西・南北方向に土層観察用のベルトを設定して覆土の掘削を行った。 

24日には、住居跡の床面付近から比較的まとまった土器の破片や炭化材が確認された。この竪穴住居跡 
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18リットル入り遺物収納容器３箱分が出土した。 

（第３次調査） 

第３次調査の調査範囲は住宅建設工事等により十分

な保護層が確保できない範囲の41㎡を対象とし、遺構は、

縄文時代中期の可能性がある土坑・ピット12基を検出し

た。遺物は、縄文時代中期の土器や弥生時代後期の土器、

近世の泥面子など18リットル入り遺物収納容器１箱分

が出土した。 

 

第Ⅲ章 第２次調査の遺構と遺物 

 
第１節 第２次調査区の概要 

 

調査区の東側は後世の掘削によって土層が失われて

いるが、南側には遺物包含層も確認され、遺存状況は全

体に良好であった（第40図）。表土下の土層を精査する

と、縄文土器片などが出土する遺物包含層（第40図調査

区西壁土層13層、北壁土層6層）が検出され、その上面

より土坑やピットが確認された。遺物包含層を掘り下げ 

たローム層上面でも土坑やピットが確認されたことか

ら、遺物包含層上面を１面、遺物包含層より下位のロ       第39図 調査区の位置 

ーム層上面を２面とし、各確認面で検出された遺構を 

「１面検出遺構」、「２面検出遺構」として各遺構の全体図を示した（第41図）。第２次調査で検出さ

れた遺構の詳細は遺構一覧表でも示している（第７表）。 

出土した遺物から、１面で検出された遺構は縄文時代以降、２面で検出された遺構は縄文時代を中心

とした時期のものと推測されるが、遺物が出土していない遺構も多く、詳細な時期が不明な遺構は便宜

的に、１、２面ともに「縄文時代以降」とした（第７表）。 

１面で検出された遺構は、古墳時代前期の竪穴住居跡１基のほか、江戸時代の墓とみられる第２号土

坑、中世の構跡とみられる第１号溝のほか、縄文時代以降の土坑及びピット等、合わせて40基を検出し

た。第１号溝は、調査区外である西側へ延び、東西方向に構築されたとみられるが、竪穴住居跡が確認

された箇所で途切れている。 

２面では、土坑やピットを中心として37基の遺構が検出された。調査区北側の土坑群は列をなしてＬ

字状に構築されていることから、住居等に準ずる遺構の可能性もある。  

遺物は、古墳時代の竪穴住居跡の床面よりまとまりのある土師器が複数出土したほか、第２号土坑か

らは江戸時代の陶磁器類や古銭が出土している。このほか、縄文時代中期から後期の土器や石器など、

18リットル入り遺物収納容器３箱分が出土した。 
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第40図 全測図及び全土層図 
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第41図 遺構確認面と検出遺構 
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      第７表 遺構一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

遺構名 検出面 平面形 軸方向 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 時期 出土遺物

第2号住居跡 1面 隅円方形 N-47°-W (東西）444 (南北）396 30 古墳前期 土師器、炭化材等

第1号溝 1面 － N-86°-W 203 138 23 中世 かわらけ

第1号土坑 2面 不明 N-8°-W - 103 23 縄文中期後半 縄文土器

第2号土坑 1面 不整長方形 N-85°-W 308 170 44 江戸時代後期 陶磁器、煙管等

第3号土坑 1面 不整形 N-68°-W 125 87 17 縄文時代以降 縄文土器

第4号土坑 1面 楕円形 N-77°-E 130 99 102 中世 はさみ皿

第5号土坑 1面 楕円形 N-77°-W 117 46 29 古墳前期 土師器

第6号土坑 1面 楕円形 N-6°-E 117 39 7 縄文時代以降 縄文土器

第7号土坑 1面 楕円形 N-30°-W 101 49 7 縄文時代以降 －

第8号土坑 2面 楕円形 N-37°-E 79 67 15 縄文時代以降 －

第9号土坑 2面 楕円形 N-35°-E 69 60 14 縄文時代以降 －

第10号土坑 2面 不整円形 N-54°-E 75 73 7 縄文時代以降 －

第11号土坑 1面 楕円形 N-16°-W 101 30 13 縄文時代以降 －

第12号土坑 1面 不明 - 115 - 12 縄文時代以降 －

第13号土坑 2面 L字形 N-63°-W 143 75 16 縄文時代以降 －

第14号土坑 2面 不明 - - - 27 縄文時代以降 縄文土器

第15号土坑 2面 不整長方形 N-62°E - 110 17 縄文時代以降 縄文土器

第16号土坑 1面 不明 - 204 - 15 古墳時代？ 土器

第17号土坑 2面 楕円形 N-14°-W 90 74 23 縄文時代以降 －

第18号土坑 2面 不整円形 N-77°-E 85 80 19 縄文時代以降 －

P1 1面 円形 - - - 17 縄文時代以降 －

P2 2面 円形 - - - 8 縄文時代以降 加曽利Ｅ３式

P3 1面 円形 - - - 15 縄文時代以降 加曽利Ｅ３式

P4 1面 円形 - - - 10 縄文時代以降 加曽利Ｅ3式

P5 1面 円形 - - - 15 縄文時代以降 時期不明土器

P6 1面 円形 - - - 10 縄文時代以降

P7 1面 円形 - - - 13 縄文時代以降 －

P8 1面 楕円形 - - - 20 縄文時代以降 －

P9 1面 円形 - - - 8 縄文時代以降 －

P10 1面 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P11 2面 円形 - - - 4 縄文時代以降 －

P12 2面 円形 - - - 5 縄文時代以降 －

P13 1面 円形 - - - 20 縄文時代以降 －

P14 1面 円形 - - - 17 縄文時代以降 －

P15 1面 円形 - - - 13 縄文時代以降 －

P16 1面 円形 - - - 6 縄文時代以降 －

P17 1面 円形 - - - 6 縄文時代以降 －

P18 1面 円形 - - - 11 縄文時代以降 －

P19 1面 円形 - - - 21 縄文時代以降 加曽利Ｅ３式

P20 1面 円形 - - - 26 縄文時代以降 －

P21 1面 円形 - - - 13 縄文時代以降 縄文土器

P22 1面 円形 - - - 30 縄文時代以降 加曽利Ｅ３式、弥生土器

P23 1面 円形 - - - 27 縄文時代以降 －

P24 1面 円形 - - - 27 縄文時代以降 縄文土器

P25 1面 円形 - - - 25 縄文時代以降 －

P26 1面 円形 - - - 17 縄文時代以降 －

P27 1面 円形 - - - 12 縄文時代以降 －

P28 1面 円形 - - - 21 縄文時代以降 －

P29 1面 円形 - - - 30 縄文時代以降 －

P30 1面 円形 - - - 25 縄文時代以降 －

P31

P32 1面 円形 - - - 57 縄文時代以降 －

P33 1面 円形 - - - 35 縄文時代以降 －

P34 1面 円形 - - - 14 縄文時代以降 －

P35 2号住P6に変更 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P36 2号住P3に変更 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P37 2号住P1に変更 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P38 2号住P4に変更 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P39 2号住P2に変更 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P40 2号住P5に変更 円形 - - - - 縄文時代以降 －

P41 2面 円形 - - - 20 縄文時代以降 －

P42 2面 円形 - - - 59 縄文時代以降 －

P43 2面 円形 - - - 32 縄文時代以降 －

P44 2面 円形 - - - 24 縄文時代以降 －

P45 2面 円形 - - - 15 縄文時代以降 －

P46 2面 円形 - - - 11 縄文時代以降 －

P47 2面 円形 - - - 18 縄文時代以降 －

P48 2面 円形 - - - 9 縄文時代以降 －

P49 2面 円形 - - - 12 縄文時代以降 －

P50 2面 円形 - - - 10 縄文時代以降 －

P51 2面 円形 - - - 33 縄文時代以降 縄文土器

P52 2面 円形 - - - 27 縄文時代以降 －

P53 2面 楕円形 - - - 11 縄文時代以降 －

P54 2面 円形 - - - 21 縄文時代以降 －

P55 2面 円形 - - - 35 縄文時代以降 縄文土器

P56 2面 円形 - - - 12 縄文時代以降 縄文土器

P57 2面 円形 - - - 20 縄文時代以降 縄文土器

P58 2面 楕円形 - - - 16 縄文時代以降 縄文土器

P59 2面 楕円形 - - - 15 縄文時代以降 縄文土器

P60 2面 円形 - - - 54 縄文時代以降 －

P61 2面 円形 - - - 25 縄文時代以降 －

P62 2面 円形 - - - 21 縄文時代以降 －

P63 2面 円形 - - - 16 縄文時代以降 －

P64 2面 円形 - - - 27 縄文時代以降 －

                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                ※ピットは深さのみ記載

欠番
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第42図 第２号住居跡 
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第43図 第２号住居跡遺物出土状況 

第44図 第２号住居跡出土遺物 

 

いる。４は、南北ベルト中より検出された台付甕の脚部である。脚部の裾部分は直径が14㎝、頸部分は 

3.6㎝と細い。器面は、外面では縦方向のハケメ調整がなされ、下端は横方向にナデ調整、内面は横方 

向のハケメ調整が認められる。色調は茶褐色であり、胎土には砂粒を含んでいる。５は、南北ベルト中

より発見された壺形土器の口辺部である。貼り付けによって複合口縁をなし、外面と口唇部上にＺＳの

網目状撚糸文が施文されている。色調は茶褐色で内面には赤彩が施されている。胎土は砂粒が少なくき



大在家遺跡 

  － 52 － 

めが細かい。６は、堆積土中より検出された高坏の口辺部である。わずかに内湾する器形で、外面は剥

落が著しいが細かなミガキ調整が施されている。色調は茶褐色で内外面に赤彩が認められる。胎土には

砂粒を少量含む。３の口辺部である可能性もある。７は、床面直上より出土した壺形土器の口辺部であ

る。貼り付けによって複合口縁をなし、口辺部外面にはＺＳの網目状撚糸文が施文されている。色調は

茶褐色で内面と頸部外面に赤彩が施されている。胎土は砂粒が少量できめが細かい。８は、堆積土中よ

り出土した壺形土器の口辺部である。貼り付けによって複合口縁をなす。口辺部外面にはハケメ調整が

施され、その上にＳＺの網目状撚糸文と円形赤彩文が施されている。施文順序は網目状撚糸文→円形赤

彩文である。複合部下端にはハケ状工具によって刻み目が巡る。色調は薄茶色で内面と頸部外面には赤

彩が施されている。焼成はやわらかく、胎土はきめが細かい。９は、堆積土中より出土した壺形土器の

頸部である。頸部の強く屈曲する部分で円形貼付文が巡っている。肩部には網目状撚糸文が施文されて

いる。色調は茶褐色で焼成は堅緻である。胎土は砂粒を少量含む。10は、甕形土器の胴部である。外面

にはナデ調整が施され、外面には煤が付着している。色調は茶褐色で砂粒を含む。 

１～10は、いずれも古墳時代前期の五領Ⅰ式に比定される。 

 

第３節 その他の遺構と遺物 

 

１ 溝 

 第１号溝（第45図） 

調査区の北西部に東西方向に伸びる直線状の溝である。調査区西壁の土層断面（第40図）から、調査

区外まで伸びていることが確認できるが、東側は第２号住居跡で途切れている。確認面での上幅は約14 

0㎝、断面形状は逆台形で、底面の幅は約80㎝、確認面から底面までの深さは23㎝である。第２号住居

跡を壊して構築されており、覆土中からは少量であるが、かわらけが検出された（第46図１・２）。小

片であるために詳細な時期は不明であるが、出土土器から中世に比定されると考えられる。 

 

２ 土坑 

以下では特徴的な土坑のみを記述し、その他の土坑の詳細は第７表と第45図を参照されたい。 

第１号土坑（第７表、第45図） 

調査区の北西側、第８号土坑の西側に隣接して位置する。２面で検出された楕円形の土坑で長径は10

3㎝、短径は89㎝、深さは23㎝である。方向はＮ8°Ｗである。縄文中期後半の土器が出土した。 

第２号土坑（第７表、第45図） 

 調査区の北側、第２号住居跡の北東側に位置する。１面で検出された長径308㎝、短径170㎝、深さ44

㎝の大型の土坑である。形状は不整の長方形で第２号住居跡を一部壊して造られている。方向はＮ85°

Ｗである。堆積土は４層に分層され、２層からは凝灰質の黄白色粘土がブロック状に認められ特徴的で

ある。人為堆積とみられ、堆積土中からは多数の近世の陶磁器類や古銭、煙管の一部が出土した（第46

図１～25）。出土遺物の時期が比較的まとまることから江戸時代後期とみられ、遺物の構成から当該期

の墓壙とみられる。 

第３号土坑（第７表、第45図） 

 



大在家遺跡 

 

－ 53 － 

第45図 溝・土坑 
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の肩部で外面にはタタキ調整がなされている。５は肩部片である。小壺の一部とみられ、肩部の推定径

は約７㎝である。灰色の胎土ににぶい淡黄色の灰釉が施されている。瀬戸・美濃窯産で、時期は大窯編

年の第１段階（1480～1530）（愛知県史編さん委員会2007）であり、室町時代後期の所産とみられる。

６は口縁部片である。直立する形状から筒形香炉とみられる。推定口径は10.7㎝である。口唇部は内削

ぎで内面にやや張り出している。胎土は浅黄橙（10YR8/3）であり、外面全体、及び内面上半に明黄褐

色（2.5Y7/6）の灰釉が施されている。瀬戸・美濃窯産であり、時期は登窯編年の第２段階７～８小期

（1730～1800）（愛知県史編さん委員会2007）と推測される。７は灰釉陶器である。推定口径は14㎝、

底径は7㎝、高さは3.5㎝の菊皿である。体部は型打で菊花形に成形されている。体部内面には布目痕が

明瞭に残る。高台は付高台である。胎土はにぶい淡黄色で、粗く重い。内面から体部外面上半にかけて、

灰白色の灰釉が施されている。瀬戸・美濃窯産であり、時期は登窯編年の第１段階（1650～1670年）（愛

知県史編さん委員会2007）とみられる。８は口縁部片である。ロクロ成形で推定口径は11.8㎝である。

胎土は灰色で内外面に釉が施されている。美濃焼の一つである志野とみられ、17世紀頃の所産とみられ

る。９は染付である。碗形を呈し、胴部から口唇部にかけて器厚が薄くなる。口唇部はやや内湾し、内

面にわずかな段を有する。胎土は灰白色で呉須による草花文が描かれている。推定口径は7.8㎝であり、

その形状から仏飯器の可能性も考えられる。肥前産で17世末～18世紀初頭、江戸時代後期の所産とみら

れる。10は染付である。碗形の口縁部とみられる。胴部から口唇部にかけて器厚が若干薄くなる。胎土

は白色で外面に呉須による草花文が描かれている。肥前産で17世紀末～18世紀初頭、江戸時代後期の所

産とみられる。11は染付である。碗形の底部であり、推定高台径は4.6㎝である。胎土は灰白色であり、

外面には呉須による草花文が描かれている。肥前産で江戸時代後期の所産とみられる。12は瓦質焙烙の

口縁部片である。ロクロ成形で口唇部は面取りされ、外面は口辺部を除き、ケズリ調整が施されている。

色調は灰褐色で胎芯が認められる。外面全体には煤が付着している。時期は17世紀、江戸時代後期のも

のと推測される。13は銭貨である。小型の寛永通宝であり、銭文の書体から新寛永とみられる。直径は

2.1㎝。14は幅３㎝、高さ1.5㎝の小形の蓋である。ロクロ成形で、胎土は砂質で灰色である。上面、底

面ともに斑点状の褐色釉が認められる。瀬戸・美濃窯産であり、時期は江戸時代後期とみられる。15は

煙管の火皿である。直径は1.6㎝、高さは0.9㎝、接合部は0.7㎝である。銅製で、皿の上端から外面に

かけて緑青が浮き出ている。いわゆるラウ煙管であり、火皿上部に稜が認められないことから、江戸時

代後期のものと推測される。16は上臼の上縁部である。砂岩製で上面と外面には細かな筋状の加工痕が

認められる。破断面の一部と端部に擦痕が確認されることから、砥石に転用されていたとみられる。上

臼そのものの時期は不明であるが、第２号土坑から出土した他の遺物から江戸時代後期のものと推測さ

れる。17は、堆積土中より出土した条線が施された縄文土器である。 

 18は第４号土坑から出土した口縁部片である。器形からはさみ皿とみられる。胎土は灰色で口縁部外

面から内面にかけて灰釉が施されている。瀬戸・美濃窯産であり、時期は大窯編年の第１段階（1480～

1530）（愛知県史編さん委員会2007）であり、室町時代後期の所産とみられる。19は第１号土坑から出

土した深鉢形土器の口縁部である。風化が著しく外面は磨滅しているが、単節ＬＲ縄文が横位に施文さ

れているとみられる。20・21は５号土坑から出土した縄文土器である。磨消縄文が施され、いずれも加

曽利Ｅ３式に位置づけられる。22は６号土坑から出土した縄文土器である。２本１組の凹線による懸垂

文が施されている。23は14号土坑、25は15号土坑、26は16号土坑から出土した深鉢形土器の口縁部であ

る。いずれも磨消手法が認められ、縄文中期後半の加曽利Ｅ３式期に比定される。 
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第48図 全測図及び全土層図 



 59  



  60 







茶臼塚古墳 

 

－ 63 － 

 溝の遺構調査（覆土除去作業）を継続する。溝の覆土から陶器片が出土した。 

６月９日㈭  調査区南側（Ａ区）の遺構調査（覆土除去作業）を終了する。写真清掃、写真撮影ののち

調査区南側（Ａ区）の平面図の作成を実施。 

６月10日㈮  調査区南側（Ａ区）の東壁面の土層図の作成実施。重機による反転作業を行う。 

６月13日㈪  Ｂ区の周溝の遺構調査（覆土除去作業）を開始する。 

６月14日㈫  周溝の遺構調査（覆土除去作業）を継続する。これまでと同様に深さ約100㎝までは、縄文

時代の土器片や古墳時代の埴輪片が少量出土するが、いずれも小さく、磨耗しているもの

が多い。 

６月15日㈬  周溝の遺構調査（覆土除去作業）を継続する。これまでと同様に約110㎝よりも深いところ

からは、やや大きな埴輪片が出土するが、いずれも破片のみの出土である。 

６月16日㈭  周溝の遺構調査（覆土除去作業）を継続する。調査区の全測図を平板にて作成する。 

６月20日㈪  周溝の遺構調査（覆土除去作業）を継続する。調査区北側（Ｂ区）の北壁面の土層図を作

成する。 

６月21日㈫  周溝の遺構調査（覆土除去作業）を終了する。写真清掃、写真撮影ののち調査区北側（Ｂ

区）の平面図を平板にて作成する。 

６月24日㈬  重機による埋め戻し作業を行う。機材、プレハブ及びトイレの撤去を行う。 

 

第Ⅱ章 遺跡の概要 

 
第１節 遺跡の位置と周辺の遺跡 

さいたま市大宮区三橋４丁目に所在する側ヶ谷戸古墳群は、６世紀から７世紀の古墳群として知られ、

埼玉県選定重要遺跡に選定されている。このあたり一帯には、近世以降の開墾により墳丘が無くなってし

まったが、かなりの数があったものと推定され、実際に発掘調査により周溝や埴輪が発見されている。 

茶臼塚古墳については、墳丘を含む敷地が昭和55年に大宮市（現さいたま市）の所有となり、墳丘の崩

壊を止める工事の実施や案内説明板の設置など、今日まで保存に努めてきたところである。平成12年に古

墳の周溝の範囲を確認する調査が実施された。調査内容は古墳の南側２本、東側１本のトレンチを入れた

ものであったが、周溝は確認されなかった。周囲は削り取られて黒色土で覆われており、周溝は失われて

いることが判明した。 

茶臼塚古墳はさいたま市大宮区の西部に位置する。周辺は、東方500ｍに新大宮バイパスが南北に走り、

500ｍ北側では主要地方大宮上福岡所沢線が東西に走っている。古墳の北東には大宮西高校があり、付近一

帯は宅地化が進んでいる。 

地形としては、大宮台地の日進与野支台上の南西部に位置しており、南北に流れる鴨川の左岸の台地か

ら一段段丘上に落ちた部分にあたる。近世以降の荒川の改修が行われる以前は、水判土の慈眼寺付近で鴨

川と合流した入間川がこのあたりへ流れ込んでいた。三橋４丁目の台地に入間川の流れがぶつかり、氾濫

・蛇行の繰り返しがなされたことによりつくられた自然堤防がこの流域に形成されており、下流まで続い

ている。 
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１ 周溝（第55図） 

古墳の周溝については、今回の調査で幅約10m、現地表からの深さは1.8m以上であることが確認された。

調査区内での土を移動しながらの調査であったが、断面図をつなぎ合わせて調査区北側のA- A｀と南西コ

ーナーから北東コーナーのB-B｀の土層断面図を作成している。 

周溝は自然堤防上に存在しており、その基盤層（赤色粒子を含む黄褐色土）を掘削して周溝が作られて

いた。B-B｀断面は溝に直交して設定し、周溝内側の基盤層と外側の基盤層を確認している。周溝の中央最

も深い部分は現地表下約1.8mの深さまで調査し、下に第９層の粘土層が続くことを確認している。調査区

北側のA-A｀断面では東側に周溝外側の基盤層を確認できたが周溝内側の立ち上がりは調査区外であった。

現地表下約1.8mの深さまで調査し、下に第８層の黒褐色土が続くことを確認している。さらに下層には粘

土層や基盤があるものと思われる。狭い調査区で垂直に掘削する限界から周溝の底の基盤層を確認はでき

ていないが、断面の形状から周溝の最深部はさらに数十㎝下がるものと思われる。 

B-B｀土層断面で周溝内側と外側の基盤層が確認できている。その形状は、茶臼塚古墳の中心からほぼ同

心円状の位置に内側のラインも外側のラインもあり、茶臼塚古墳の周溝の一部であると考えられる。確認

できた基盤層は周溝の両端への立ち上がり途中であると考えられ、さらに周溝の幅は調査区外へ広がるも

のと考えられるが、茶臼塚古墳測量図に重ね合わせると、周溝の外径は概ね62～65mの程であったと考えら

れる。また、現在残存している墳丘は径約33mであるが、墳丘の周囲が全体に崩壊しているものと思われ、

径40m程であったものと推測される。 

なお、平成12年の範囲確認調査では古墳の南側と東側にトレンチを設定して調査したが周溝は確認でき

ていないので、南側に前方部が存在する前方後円墳であった可能性もある。 

 

２ 出土遺物（第56・57図） 

 調査区および試掘調査時のトレンチから遺物が出土しているが、全て耕作による著しい摩耗が見られる。

調査区では埴輪のほかに縄文土器、古墳時代初頭の土師器、後期の須恵器、中世以降と思われる陶磁器な

どが出土している。出土層位記録のあるものはすべて第６層から出土しているので遺物の原位置を保って

いるとは考えられないので、出土地点・層位は関係なく時期ごとにまとめて掲載する。 

１～28が埴輪である。1～６は口縁部破片で、摩耗が著しいが、外面はタテハケ、内面は横から斜め方向

のハケメが見られ、口縁部はヨコナデされている。7～20は凸帯の部分で、凸帯は2種類見られる。7～16

は、凸帯の上面は横方向のナデがされているが、下面はヨコナデがなく粘土紐の貼り付けられた状態であ

る。17・19・20は凸帯の上下ともなでられており、色調も薄茶色であり、1～16と異なる。17・18は円窓が

見られる。18は摩耗が著しく、表裏の区別もつかない状態であるが円窓があるので掲載した。22～27は埴

輪底部破片で外面はタテハケ、内面は斜めのハケメが見られる。25は底部調整のヨコハケの上にタテハケ

が付けられている。色調は4・7が濃い茶褐色、17・19・20は薄茶色のほかは橙褐色である。28は、形象埴

輪の一部で人物埴輪の「手」の部分と思われる。 

29～38は、縄文土器で、29は繊維土器で、摩耗が著しく文様は不明であるが早期後半と思われる。30～3

3は中期、34・35は後期、36～38は晩期である。30は隆帯による渦巻き文が見られる。31は条線を地文に沈

線で文様が描かれている。32は縄文地文に垂下する沈線間を磨り消している。33は口縁破片で、無文部の
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下に円形の刺突が巡る。34は波状口縁の突起部分である。35は併行する沈線間に斜めの刻み目が入る。36

から38は、地文はなく沈線で文様が付けられている。 

39・40は古墳時代初頭の土師器である。39は小型壷上半部で、薄茶色で3分の1周程の残存である。40は、

高坏形土器で10分の1ほどの残存である。内外面ミガキの上に赤彩されている。 

41・42は須恵器で内外面に叩き目が見られる。 

43～49は中世陶器である。43は東海系甕の胴部片である。44・45は山茶碗系鉢である。44は体部下半片

を研磨具に転用したもので、周囲が平滑になっている。45は鉢底部片である。46は渥美・常滑系の甕胴部

片で、押印が施され自然釉がかかる。47は縁釉皿で、口縁部周辺のみ鉄釉がかかり、以下は露胎となって

いる。外面に重ね焼成痕が付着しており、15世紀後半のものと思われる。48は擂鉢口縁部で暗紫灰色の錆

釉がかかっている。47・48は古瀬戸の後Ⅳ期新～大窯1段階前半のものであろう。49は16世紀前半の常滑の

鉢である。50は常滑の甕の胴部片で研磨具に転用され周囲が平滑になっている。このほか図示できないほ

どの小片であるが、青白磁の口縁部破片が出土している。 

51は、砥石で、上半を欠いているが、使用による凹みが見られる。時期は不明。116ｇ。 

これらの遺物は使われていた状態を保ってはいないが、この周辺でそれぞれの時代に人々の営みがあっ

たことを示す痕跡である。特に、本調査区は茶臼塚古墳周溝の位置にあたり、出土した埴輪は、平成12年

の範囲確認調査で出土した資料と凸帯の形状や色調などの特徴が同じもので6世紀後半のものと考えられ、

古墳の時期を示す資料と言えよう。 
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第５部 

側ヶ谷戸貝塚（第８次調査） 

第Ⅰ章 調査の契機と経過 
 

第１節 調査の契機 

 

 平成24年５月、さいたま市大宮区三橋４丁目376番地２、３における個人専用住宅の建設にあたり、工事

主体者よりさいたま市教育委員会宛に、埋蔵文化財発掘の届出が提出された。建設予定地は側ヶ谷戸貝塚

の範囲内にあたるため、平成24年８月24日及び９月11日に確認調査を実施したところ、縄文時代の住居跡、

土坑、古墳時代の古墳周溝などの遺構・遺物を検出した。ただちに遺跡の保存について協議を行ったが、

今回の工事計画では、確認された遺構・遺物の保存に影響を及ぼすことが明らかであった。そのため工事

主体者からの依頼により、工事に先立ち、さいたま市教育委員会が平成24年９月20日から同年24年10月12

日まで記録保存のための発掘調査を行った。 

 

第２節 調査の方法と経過 

 

１ 調査の方法      

 今回の調査は個人専用住宅建築に伴うもので、住宅建設部分を対象として発掘調査を実施した。調査は、

重機を用いて調査区の表土層の除去を行った。その後人力で遺構確認・精査・記録作業等を行った。遺構

の記録は平板測量と簡易遣り方測量を併用した。排土処理の都合上、調査区を東西に２分し、西側から着

手し、西側調査終了後、重機により反転作業を行い、東側の調査を実施した。 

 

２ 調査の経過 

 平成28年９月20日に機材の搬入を行った。発掘調査は平成24年９月20日から同年24年10月12日まで実施

した。９月21日に重機を用いて表土除去を実施し、遺構確認を行った。９月24日古墳周溝を確認、10月３

日第１号住居の貝層を検出した。そして、10月12日に貝層掘削および記録後、完掘し、写真撮影、遺構の

測量記録等を実施する。同日、重機による埋戻し作業を行い現地での作業を終了する。 
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第Ⅱ章 遺跡の概要 

    

第１節 遺跡の位置と周辺の遺跡 

 

側ヶ谷戸貝塚はさいたま市の西部、大宮区三橋４丁目に所在し、JR大宮駅の西約３㎞に位置する（第58

図）。地形としては、大宮台地の西端部にあたり、鴨川左岸の南へ突き出した幅300ｍ程の小舌状台地上に

立地する。遺跡は標高約10～12ｍの台地上に東西約280ｍ、南北約500ｍの範囲に広がり、西側の低地との

比高差は約3.5～4.5ｍである。 

これまでに未報告も含め第11次まで調査がおこなわれており、縄文時代から古墳時代にかけての複合遺

跡として知られ、埼玉県選定重要遺跡に指定されている（註１）。特に縄文時代前期には地点貝塚が遺跡

内に広範囲に点在し、古墳も遺跡内及び周囲に点在しており、側ヶ谷戸古墳群を形成する。今回の調査区

は遺跡中央部の北よりに位置する（第59図）。 

本遺跡の立地する鴨川流域には、各時代の遺跡が多く存在しており、縄文時代前期中葉、関山・黒浜式

期には、下流南東約１㎞に６ヵ所の地点貝塚から構成される円阿弥貝塚が所在し、関山式期の貝塚を伴う 

 

第58図 遺跡の位置 

１：側ヶ谷戸貝塚 ２：円阿弥貝塚 ３：御屋敷山遺跡 ４：下手遺跡 ５：原遺跡（植水古墳群） ６：B-66W遺跡 ７：白鍬宮腰遺跡 
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第１号出土遺物（第63、64図）  

第63図１、18は、縄文早期後葉の条痕文土器で、18の底部は尖底をなす。２～17、19～21は前期関山～

黒浜式で２、３は口唇部に瘤を貼付する。２～７の口縁部にはループ文、８～11にはコンパス文を施文す

る。５は補修孔を伴い、片側の内面には穿孔途中のものを一つ伴う。８は無文部に半裁竹管、９～11は地

文縄文に櫛歯状工具によるコンパス文を施文する。12～17は縄文を施文した胴部片で、12、13は附加条の

縄文、14～16は羽状縄文、17は単節ＲＬの縄文が施文される。19～21は胎土に繊維を伴う前期の深鉢底部

で、いずれも底面は上げ底で、ミガキ調整が施される。 

22～25、27は中期前半の土器で、22は胎土に金雲母を伴う阿玉台式で、隆帯の両脇に連続押捺を加える。

23～26は勝坂式で、23、24は沈線、25は沈線と竹管状工具による連続押捺でそれぞれ文様を描く。27は口

縁部が屈曲する鉢形土器で、肥厚する口縁部下端には一条の沈線が横走する。 

26、28、29、第64図１～８は中期後葉加曾利Ｅ式の資料である。26は口縁部を肥厚させた波状縁で、口

縁部以下、縦位の撚糸文を施文する。28、29は口縁部を無文とし、口縁部下端に胴部と区画する横方向の

沈線を数条施文する。 

 第64図１～４は中期後葉加曾利Ｅ式のキャリパー形土器で、１、２は頸部、３、４は胴部片である。１は

隆帯間に複節LRLの縄文を施文し、２は隆帯上に沈線を施文する。３～８は深鉢胴部で、３、４は複節LRL

の縄文、５～８は撚糸文を施文し、さらに７、８は頸部に連弧文を描く。９、10は古墳時代の土師器で、

ともに内外面赤彩される。９は高坏口縁部、10は坩形土器であろう。 

 

第１節 竪穴状遺構 

 

第１号竪穴状遺構（第65図） 

調査区北端中央で検出した。北側の一部は調査区外に延びる。本遺構は南西を、第４号土坑、南側を第

３号竪穴状遺構によって切られる。南側のラインが不明のため正確な規模は不明であるが、長軸250㎝、短

軸150㎝の楕円形を呈する。確認面からの深さは約13㎝で、底面にピットを４基伴う。本遺構は、縄文中期

後葉に比定されよう。 

 

第１号竪穴状遺構出土遺物（第66図１～７） 

 第66図１～３、５は胎土に繊維を混入させた縄文前期関山～黒浜式である。１は羽状となる縄文原体間

に隆帯状の隆起を伴う。３、５は羽状縄文とループ文を伴う深鉢胴部。４、６は縄文中期で、４は中期後

葉キャリパー形土器の頸部、６は縦位の条線を伴う胴部、７は平底の底部である。 

 

第２号竪穴状遺構（第65図） 

調査区北端、第１号竪穴状遺構の東隣で検出した。北側は調査区外に延び、南側を第７号土坑によって

切られる。現存する規模は、長軸170㎝、短軸110㎝の不整円形を呈する。確認面からの深さは約12㎝で、

底面にピットを５基伴う。本遺構は、縄文中期後葉に比定されよう。 
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茶臼塚古墳 古墳 古墳時代 周溝 

縄文時代中期土器・

石器 

古墳時代の埴輪・土

師器 

茶臼塚古墳の周溝及

びそれに伴う埴輪を

検出した。 

側ヶ谷戸貝塚 

（第８次調査） 
集落跡 

縄文時代 

 前期～中期 

 

古墳時代 

時期不明 

住居跡・貝塚 

竪穴状遺構・土

坑 

周溝 

土坑・ピット・

溝 

縄文時代前・中・後

期土器・石器 

 

古墳時代の土師器・

埴輪 

縄文時代前期の貝塚

を伴う住居跡を 1 軒

検出した。古墳周溝

の一部を１条検出し

た。 

要 約  

７件の発掘調査を収録した。収録した遺跡の立地は、白鍬宮腰遺跡は荒川低地の自然堤防上、

他は大宮台地上に立地している。調査結果の主要な時期は、縄文時代から近世にわたる。 

縄文時代 府内三丁目南遺跡で前期の住居跡、土坑を調査した。大在家遺跡で中期と推測される

土坑及びピット群を調査した。側ヶ谷戸貝塚で前期の貝塚を伴う住居跡を 1軒検出した。 

弥生～古墳時代 府内三丁目南遺跡で弥生～古墳時代の住居跡及び溝を調査した。 

古墳時代 白鍬宮腰遺跡で古墳時代前期の住居跡、古墳時代後期の溝（古墳周溝）を調査した。

住居跡からは多数の土師器が出土した。大在家遺跡で古墳時代前期の住居跡を調査した。茶臼塚

古墳で古墳に伴う周溝を調査した。側ヶ谷戸貝塚で周溝の一部を１条検出した。 

中世 大在家遺跡で中世の溝跡を調査した。溝跡からはかわらけが出土した。 

近世 大在家遺跡で江戸時代の墓壙を調査した。墓壙内からは陶磁器類や古銭などが出土した。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                               

  

さいたま市内遺跡発掘調査報告書 第 17 集 

 

府内三丁目南遺跡（第１地点） 
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